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NGP SDGs Challenge
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目標 CO₂削減値

GOAL

使用済み自動車約1000万台から2000万点以上の

自動車リユース部品と適正なリサイクル処理を実施し、

50万トン以上の CO₂削減に貢献します。
2030年までの目標

GOAL

※自動車リサイクル部品産学共同研究会が、「自動車リサイクル部品による

環境負荷低減効果の研究」の結果をもとに、NGP が販売したリユース部品

の 90品目（左右ある部品を含むと115 品目）を対象に算出した数値です。

NGP の産学共同研究の成果については専用ホームページ「NGP エコ
プロジェクト」で公開しています。

48万台約 約101万点
リユース部品の
生産販売実績

目標に対しての 2022年度活動報告 2021 年 9月～2022 年 8月
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2021 年までの累計削減値
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※ブナの木1本あたりのCO₂吸収量は、国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所調べ

樹齢100年、立木密度500本/haのブナ林で、ブナの木1本あたりの平均値を算出。

この数値はひとつの例であり、地域が違えば異なった数値になる。

試算条件　：

ブナの木1本は年間約11kg のCO₂を吸収するといわれています※

目標生産数 2000万点以上目標処理台数 1000万台以上
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2022年度の活動報告

廃棄物抑制のための取組み

2021 年9月～2022 年 8月

10 11

NGPアップサイクルプロジェクト
～廃棄物から価値あるものへ～ コロナ禍でも学びの場を子どもたちへ。

廃車になった自動車の取扱説明書を回収しなければ産業廃棄物となり、 ASR

（シュレッダーダスト） として埋め立て処分されるか、燃料として焼却されサー

マルリサイクルされます。NGP では、自動車から発生する ASR をさらに削減

するために、廃車の取扱説明書に着目。

廃棄せずに回収することで有効な資源とし、価値あるものに生まれ変わらせ

る取組みを行っています。

廃車の取扱説明書と同様に、日本古来の健康食品である梅も、

加工業者から出る梅の種が産業廃棄物として処分されてきました。

廃車の取扱説明書と梅の種、2 つの廃棄物を廃棄せずに回収し、

バーチャル工場見学会

コロナ禍で校外学習の機会が減少する中でも安心・安全の見学・体験学習の場を

提供したいとの思いから、Web 会議システムとアップサイクルした「環境教育ノート」

を活用した「NGPバーチャル工場見学会」を2021 年 5月より開始しました。

14 15

WEB会議システム（ZOOM等）の利用 動画を使った工場見学

見学で使うノートは、廃車の取扱説明書を
アップサイクルしたものを利用

学校 校23
児童・生徒 名1,443

企業 社1

左のページでも紹介した、廃車になった自動車の取扱

説明書を再生利用した「環境教育ノート」を使って工

場見学を行うことで、自動車リサイクルの流れを勉強

するだけでなく、資源を繰り返し使うことや、ゴミを減

らすことの大切さも学ぶことができます。

実際に工場を訪問

しなくても、まるで

工場にいるかのよう

な工場見学動画を

利用して授業を進め

ていきます。

WEB 会議システムを活用し、

リモートで動画や資料を使っ

て授業を進めることで、教室

にいながら安心・安全の環

境で自動車リサイクルについ

て学ぶことができます。

2021 年 9月3日

鵜住居小学校
(岩手県釡石市）

2021 年 10月20日

私立ベラウ・モデクゲイ高校
(パラオ )

2021 年 12月 14日

あぶくま支援学校
（福島県郡山市）

バーチャル工場

見学会の様子

NGP UPCYCLE PROJECT 01

NGP UPCYCLE PROJECT 02

2 つの廃棄物を掛け合わせて、消臭・除湿機能がある「廃車王 炭エコクック」を製作

NGP では、 SDGs の目標にも掲げて

いるとおり、「 3R の大切さを後世

に伝える活動」として、子どもたち

への環境教育に力を入れています。

自動車リサイクルの流れを通じて子

どもたちに 3R の大切さを勉強して

もらうため、廃車の取扱説明書を

資源として有効活用して「環境教

育ノート」を製作しています。

廃棄物となっていた取扱説明書を資源として有効活用し、「環境教育ノート」を製作

NGP UPCYCLE PROJECTNGP UPCYCLE PROJECTNGP UPCYCLE PROJECT ポイント �

ポイント �

ポイント �

子どもたちへの教育支援

UPCYCLE

UPCYCLE

掛け合わせて「炭再生紙」を製造。

「炭再生紙」を用いて消臭・除湿機能があるノベルティ「廃車王 

炭エコクック」を製作しています。

過去に実施したバーチャル
工場見学は下記より 

（日本全国/海外） 

実施数
バーチャル工場

見学





NGP産学共同研究リユース部品・リビルト部品の追加調査を実施

2013 年 5 月より、NGP・富山県立大学・明治大学と進めていた「自動車リサイクル部品

産学共同研究会」は、2016 年にリユース部品 50部品、2017 年にはリユース部品 40部品

のCO２削減効果についての追加調査を実施し、研究成果としてNGP売れ筋部品の91.4%に

あたる90 部品のCO２削減数値を算出しました。

2021 年9月～2022年8月は、引き続き新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から、WEB

での会議を11 回実施し、主にリビルト部品の調査、リユース部品の過去データの見直しなど

を行いました。

18 19

グリーン購入ネットワーク事務局が主催する「第 22 回グリーン購入大賞」において、「自

動車リサイクル部品でカーボンニュートラルに貢献～削減効果の定量化と研究成果を活

用した普及・啓発～」というテーマで、「大賞・経済産業大臣賞」を受賞しました。

産学共同研究において、部品を分解して調査した素材・重量のデータを元に、LCAの計

算ソフトを使用してCO２削減効果の定量化を行ったことと、研究成果を活用して CO２削

減効果をNGPシステム（自動車リサイクル部品在庫共有システム）に搭載することにより、

ユーザーへの見える化を実現し、グリーン購入の普及に大きく貢献していることなどが評

価されたものです。

環境省が主催する「令和 3 年度気候変動アクション環境大臣表彰」普及・促進部門（緩

和分野）において、「自動車リサイクル部品のCO２削減効果の研究を活用したカーボン

ニュートラルに向けた普及・啓発」というテーマで受賞しました。

地球温暖化防止に対する自動車リユース部品を活用したCO２削減の研究を活用した、

教育、普及、啓発、持続可能な未来に向けた価値観、行動、ライフスタイルの変容など、

継続的な取り組みに関する功績が評価されたものです。

2021 年 12月8日に表彰式が行われました。

一般社団法人 サステナブル経営推進機構が主催する「第5回エコプロアワード」において、

「自動車リユース部品でカーボンニュートラルに貢献～ CO２削減効果の定量化と研究成果

を活用した普及・啓発」のテーマで「経済産業大臣賞」受賞しました。

2022 年 6月に応募し、2022 年 9月 7日に受賞が確定。

「第22回グリーン購入大賞」にて「大賞・経済産業大臣賞」を受賞

「令和 3年度気候変動アクション環境大臣表彰」を受賞

「第5回エコプロアワード 経済産業大臣賞」を受賞

2021年には産学共同研究と研究成果を活用した取組みが2つの大臣表彰を受賞しました。

2021 年 9月～ 2022年 8月2022 年度の活動報告

組合の資源回収実績NGP産学共同研究

自動車には、鉄をはじめとする様々な素材が使用されています。

NGP では、使用済み自動車から再利用可能な部品を取り外した後、

部品として再利用できない部分は、素材ごとに徹底的に分別して

最大限のリサイクルを行い、資源循環によって持続可能な社会に

貢献しています。

自動車のフレーム、ドアやサスペンション等の
部品から鉄資源を回収しています。

20万5,764トン

×5

×8

奈良の大仏：約7体分

自動車の配線から銅資源を回収しています。

1,798トン

新幹線のぞみ
16両編成

5,897トン 239トン

※プラスチックは通常、回収しなければ焼却されゴミとなりますが、
新たなプラスチック製品の資源としてリサイクルされた実績です。

※銅スクラップに含まれる不純物を差し引いた重量です。※鉄スクラップに含まれる不純物を差し引いた重量です。

（約 250トン）

（約700トン）

東京タワー：約51 個分
（約 4000 トン）

10個分

バンパーや内装材などの部品から
プラスチックを回収しています。

回収実績

アルミホイールなどのアルミ
素材の部品からアルミ資源を
回収しています。

の 回収実績の

回収実績
の

回収実績の
アルミ

鉄 銅

プラスチック

このプラスチック239トンをリサイクルすることによって、
ゴミの削減に貢献しています。

学校などにある２５ｍプール（幅：１２メートル、深さ：
１メートル）の水の重さ、約300トンに例えると

杯分約0.8約





沿　革 組合概要

1985年 4月 九州3社により「西日本グッドパーツグループ」として
スタート

1987年 3月 本部設立、事務所を福岡に開設

4月「日本グッドパーツ（NGP）グループ」に名称変更

1989年 6月 NGP オンラインネットワーク完成

1990年 11月 株式会社エヌ・ジー・ピーを設立(現：株式会社NGP）

1991年 1月「NGPニュース」を創刊

1995年 11月「日本自動車リサイクル部品販売団体協議会」発足、
　同協議会加盟

1998年 10月「リサイクル部品協力店」14,000 店達成

2000年 5月 大東京火災海上保険（株）（現：あいおいニッセイ同和
損害保険株式会社）との間でリサイクル部品供給、及び
全損車両回収業務提携

2001年 10月 トヨタ部品共販株式会社へリサイクル部品供給開始

2002年 2月 第1回国際オートアフターマーケットEXPO2002 出展

2003年 9月 ＮＧＰグループ本部を東京都港区に移転

2004年 10月「ＮＧＰ日本自動車リサイクル事業協同組合」設立
  (経済産業省所管）

2005年 5月 日本自動車車体整備協同組合連合会に賛助会員として入会

6月 ＮＥＣソフトとの協同開発による新ＮＧＰシステム完成

9月 ＮＧＰシステムとＪＡＰＲＡシステム相互利用に合意

11月 廃車買取りサイト「くるマック」全国展開（現：廃車王）

12月 日本自動車車体整備協同組合連合会とNGPダイレクト
試験運用開始

2006年 6月 マツダ部品販売株式会社（現：マツダ・パーツ）へ
リサイクル部品供給開始

8月 あいおいエコパートナーへのNGPダイレクトシステム展開

BSサミット会員へのNGP ダイレクトシステム展開

10月 ロータス会員へのＮＧＰダイレクトシステム展開

12月 エコプロダクツ2006に出展（以降、毎年出展）

2007年 1月 JA 共済連と全損車輌回収の業務提携

2月 NPO 法人世界（旧：広島未来グループ）入会

5月 早稲田大学・JAPRA・NGP共同でCO₂削減効果のデータ
ベース構築

7月 オートバックスセブンと車輌引取りの業務提携

9月 ISO9001認証取得（NGP組合本部）

10月 韓国リビルト工業会と交流覚書の調印

ユーザー向けに優良な整備事業者を紹介するＷｅｂサイト
 「ＮＧＰエコひろば」開設

2011年 7月 部品ごとの「CO₂ 削減効果の見える化」を開始

2012年 4月 リユース部品にベルマークをつけてベルマーク運動に協賛

10月 業界初のテレビCM放映開始

2013年 1月 NGP 青年部発足

全国自動車整備協業協同組合協議会とのリサイクル部品
流通に関する提携合意調印

4月「マフレ・ワランティ・ジャパン」と業務提携

5月「自動車リサイクル部品産学共同研究会」を発足

12月 廃車買取りサイト「くるマック」を「廃車王」にリニューアル

2014年 3月「東日本自動車解体処理協同組合」と業務提携

7月「自動車リサイクル関連総合サービスサイト」を開設

10月 かんたん鈑金見積システム「ぱっと！くん」をあいおい
ニッセイ同和損保と共同開発

2015年 7月「NGPパーツ王」としてAmazonでリユース部品販売開始

9月 関東・東北豪雨被災車両の回収復興支援開始

ISO9001・14001合同認証取得（ 組合本部/組合員70社）

2016年 4月 CO₂ 削減効果値の理論的根拠の発表

9月 ISO27001合同認証追加取得（ 組合本部/組合員101社）

10月 「中小企業団体全国大会」で優良組合表彰を受賞

NGP創立 30周年記念式典を開催

2017年 3月 ホームページ全面リニューアル

8月「NGP産学共同研究会」主要売れ筋部品「91.4%」の
  CO₂削減効果値を算出

10月「ブロードリーフ」と業務提携

2018年

2020年

2019年

4月「廃車王」業界初の全国テレビCM放映

7 月「平成 30 年7 月豪雨」被災車両の回収復興支援実施

7月 SDGs宣言及び取り組み推進活動開始

9月 九州北部豪雨による被災車輛の回収復興支援実施

10月 台風15·19号·豪雨による被災車輛の回収復興支援実施
（全国８ヶ所）

1月 ＮＧＰシステム大幅改良（一般向け形状マスター化）

3月 外務省「JAPAN SDGs Action Platform」取組事例に
SDGs 活動掲載

7月 九州豪雨水害による被災車輛の回収復興支援実施
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NGP日本自動車リサイクル事業協同組合 株式会社NGP

●所在地：

●創 立：1985 年 4月

●代表者：理事長　小林 信夫

●組合員数：133 組合員、161 拠点

●事業内容：

●所在地：

 

●設立：1990 年 11 月

●代表者：代表取締役　佐藤 幸雄

●事業内容：

  

●許認可：

健全な自動車リサイクル事業の構築を目指し、全国

組合員企業の経営意識向上、意識改革までの「企業の

社会責任」を遂行し、補修部品の消費者へ啓蒙と販売
NGPシステムの運営管理

損害保険会社及びリース会社使用済み自動車引取窓口業務

ISO14001 コンサルティング

その他サポート

株式会社 NGPは、NGP日本自動車リサイクル事業協同組合の関連

会社です。

協同組合と一元一体体制のもと、NGP グループ支援を中心に事業

展開をしております。

［本部］

〒108-0074 東京都港区高輪 3-25-33 長田ビル 2F

TEL： 03-5475-1208

FAX： 03-5475-1209

URL： https://www.ngp.gr.jp/
〒108-0074 東京都港区高輪 3-25-33 長田ビル 2F

TEL： 03-5475-1200

FAX： 03-5475-1201

URL：https://www.ngp.co.jp/ 

古物商許可 : 東京都公安委員会第 301090207822 号

引取業者登録番号 :20131004378

2008年 4月 株式会社損害保険ジャパンと全損車両回収の業務提携

9月 海外向けNGP個社ダイレクトシステム運用開始

2009年 3月 リターナブル梱包材運用開始

10月「コンピュータ画像検索システム」テスト運用開始

2010年

2011年

3月「クレーム情報検索の電子化」で情報収集

9月 再生資源回収利用協会視察団（中国）来日

11月 ISO45001合同認証追加取得（ 組合本部/組合員101社）

2021年

2022年

2月「第17回LCA日本フォーラム表彰」にて「経済産業省
　産業技術環境局長賞」を受賞

「第24回中小企業組織活動懸賞レポート」にて「本賞」を受賞
「NGPアップサイクルプロジェクト」始動

5月「NGPバーチャル工場見学会」開始 

6月「ビィ・フォアード社」と業務提携 

12 月「第22回グリーン購入大賞」にて「大賞・経済産業大臣賞」
　を受賞

「令和3年度気候変動アクション環境大臣表彰」を受賞

5月　NGP パーツ王「ヤフオク!店」及び
「Yahoo!ショッピング店」をオープン

NGP三大信条
「お客様第一！」

「よりよい商品を！より正確に！より早く！」

「補修部品業界のリーダーたること！」

SDGs の達成には、1 団体の取組みだけでなく、

様々な団体と連携しながら取組みを拡大させて

いくことが不可欠なため、国が設置している

プラットフォームに参加しています。4月 東日本大震災被害車両の回収活動実施




